
平成３０年度 学校評価
学校経営方針
校訓「理想・優雅・自主自律」の下、学習指導や生徒指導、進路指導の一層の充実を図るととも 学校関係者評価のポイント

に、すべての教育活動をとおして、生徒が主体的に活動する場面を展開する。また、自信と誇りを
持たせ、自己肯定感を高めることで「知・徳・体」の調和のとれた人材の育成に努める。 ＊自己評価の項目や指標は適切に設定され
教育目標 ているか。

（１） 生徒の基本的な生活習慣を確立し、誠実で気迫に満ちた人間性を涵養する。 ＊自己評価の結果は指標等とともに妥当な
（２） 生徒の主体的な学習姿勢を育み、基礎的･基本的な学力の定着を図る。 ものであるか。
（３） きめ細かな学習指導と進路指導をとおして、生徒の自己実現を図る。 ＊自己評価の結果を踏まえた成果と改善策
（４） 地域や社会の発展に向けて、主体的に貢献しようとする態度を育成する。 は適当であるか。
今年度の重点目標

（１） 生徒会活動及び部活動、ボランティア活動等の充実に努める。 評価 ４：十分達成
（２） 生徒の学習習慣の確立及び学力の向上を推進する。 ⇒ ３：概ね達成
（３） キャリア教育を推進し、生徒の進路目標の実現と人格の完成を目指す。 ２：検討の余地あり
（４） 魅力に溢れ、地域から信頼される学校づくりに努める。 １：不十分
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活動の ・生徒の自主性を育成する。 ・生徒会役員選挙に多数の立候補者が出たこと ・生徒各々が学校行事や生徒会活動に
場の設 ・授業や学校行事等をとおし からもわかるように、生徒会や学校行事での生 真剣且つ前向きに取り組んでいること
定 て、個人の能力を最大限に引 徒の自主的な活動が多く見られた。特に生徒会 が垣間見られる。

き出し、積極的に行動できる ３ の活動は例年になく活発であった。今後も忙しさ ３ ・生徒会は記述の通り様々な活動の場
人材を育成する。 を楽しむくらいの心意気で様々なことにチャレン があり素晴らしい。しかし、部活動は、

（１） ジしてほしい。改善策として、より効果的な活動 もっと魅力ある部活動を育成する必要
生徒会 にするために、事前準備と事後の振り返り等まで があると思う。
活動、 しっかり取り組ませたい。
部 活 主体性 ・基本的生活習慣を確立させ ・特別指導の生徒がほとんど出なかったのは非 ・学校は、進学校として大学を目指し
動、ボ ・協働 る。 常に良いことだ。今後、予想されるＳＮＳトラブル て努力しており、生徒も自覚して考え
ランテ 力の育 ・何事にも意欲的に取り組 等への対策を早急に検討していきたい。 行動できている。評価に値する。
ィア活 成 み、計画性をもった行動がで ・新しい大学入試制度への対応を進めているが、 ・部活動に関しては、先生方の指導力
動 きる人材を育成する。 ４ まだ不確定な部分もあり、来年度以降も情報を ３ を評価するシステム構築が必要。

・個の特性を活かしつつ、幅 整理しながら引き続き検討していく。 ・主体的に活動している生徒を適正に
広い視野の育成に努める。 ・３年生は、葵碧祭等の学校行事で最高学年とし 評価する環境づくりを一層推進すべき
・下級生の模範となる「自主 ての責務をよく果たした。卒業式前のトイレ清掃 である。また、中学校へも強くアピー
自律」の学校生活を確立し、 の企画では、自主的な動きが見られ、最高学年 ルするとともに、高校入試に反映させ
最高学年としての自覚と誇り としての自覚と誇りをよく示してくれた。 ることが、主体性に富む生徒が溢れる
を醸成する。 ことにつながる。

主体的 ・学習習慣を確立し学力向上 ・昨年度から適切な課題のあり方や学習の定着 ・特に３学年は自主的に学習する姿勢
学習姿 に努める。 を検討してきたが、入学前の、学習に対するより が出ており、周囲の環境も良いと思わ
勢を育 ・読書活動の推進に努め、読 良い習慣（予習・復習･授業･睡眠･スマホなど）を れる。日々の学習の習慣が大切。
む授業 書をとおして、優れた知性と つける手立てが必要である。 ・学習習慣の確立は学校のみで培うも
の実現 豊かな心を培い、自己の在り ３ ・学校司書エリアコーディネーターとの連携により のではなく、家庭での環境等で変わる

方・生き方を探究する態度を 図書館運営の活性化が進んだ。 ３ ものなので、学校側の取組としては限
（２） 育成する。 ・高校総体後、放課後・長期休暇や土日の休業 界があると思う。
学習習 ・主体的で発展的な学習の習 日に自主的に学校に出てきて勉学に励む生徒が ・家庭での学習が必要なため、家庭と
慣の確 慣を確立し、将来の扉を開く 多く現れた。ＡＯ入試に対応した取り組みは１年 の連携が重要。
立、学 「確かな学力」を身につけさ 生から実施すべきであった。 ・生徒の主体性や挑戦する態度を育む
力の向 せる。 ための評価の確立が必要。
上推進 探究型 ・特色ある学校づくりを推進 ・西高タイムを希望制とし、生徒が進路希望に応 ・生徒全体の能力低下につながらない

学習の する。 じて主体的に取り組めるようにしたが、さらに、組 ようにしないといけない。西高タイム
推進 ・学科・類型の特性を活かし 織的に改善し発展させていく。 の希望制の是非の再検討を含め考えて

た教育課程を編成する。 ３ ・フロンティア科独自のF学におけるパワーポイン ３ 欲しい。
トを用いたプレゼンテーションは、準備が大変だ ・プレゼンテーションの準備の大変さ
が、生徒の将来を考えると大変有意義な時間に も良い経験である。
なっている。

I C T活 ・ICTを活用したポートフォ ・行事の振り返りを中心にClassiを活用した。活 ・先生方の業務負担軽減、子どもたち
用能力 リオ作成を効果的に進めてい 用のための組織作りが課題。 のモチベーション向上につながり、素
の向上 く研究を推進する。 ・校務支援システムが導入されて４年が経過し、 晴らしいと思う。

・校務支援システムの効率的 ３ 各先生方にも浸透してきた。さらなる活用法を模 ３ ・生徒達がシステムに慣れ、更なる新
（３） 運用と活用促進。 索していきたい。 システムが期待できる。
キャリ ・ポートフォリオの作成をはじめ、新システムに対 ・ＩＣＴ活用能力の更なる向上を期待
ア教育 応する職員の研修等を検討すべきである。 する。
の 推 新大学 ・生徒の進路希望を把握する ・文部科学省や大学入試センターが発表する情 ・複合問題に対応するため、苦手科目
進、進 入試へ とともに、入試制度改革に関 ３ 報に注意を払い、各教科での研究を促した。 ３ を少なくする必要がある。
路目標 の対応 する情報収集・周知に努め ・入試制度への対応、又周知ができて
の 実 る。 いる。
現、人 生徒の ・生徒への進路情報提供の充 ・校外での体験を促進するための情報提供や取 ・キャリア教育、進路実現へ向け、更
格 自己実 実をとおして、進路意識の醸 りまとめを活発に行った。 なる充実した意識改革が必要。

現 成に努める。 ３ ・個々の自主的な活動の推進は積極的に行えた ３ ・ＯＢ、ＯＧの今までの実績、実話を
・各種委員会活動をとおし、 が、委員会活動の活発化に関しては、もっと工夫 集める。成功例を生徒に見せると良い。
生徒の意識改革や自発的活動 が必要である。
の充実を図る。

地域か ・家庭や地域、関係団体と建 ・ＰＴＡ活動では、活動内容や活動日程の精選に ・ＰＴＡ活動に関する協力体制は整っ
ら信頼 設的な関係を築き、「開かれ より保護者の負担軽減を図ることができた。 ている。今年度は、行事における内容
される た学校」づくりに努める。 ・ホームページだけでなく新たに公式インスタグラ の精選はある程度達成できた。
学校づ ・本校PR活動における多面的 ３ ムを開設し、日々学校の日常を投稿している。浸 ３ ・ＰＴＡ活動の活性化を図り、魅力あ

（４） くり な方策の立案を行う。 透してきており、好評を得ている。 る活動を多く発信する必要がある。
魅力に ・本校窓口としての適切な接 ・事務窓口は、休憩時間を工夫し、生徒が利用し ・子どもの主体性を育むのは親の在り
溢れ、 遇を心がけ、学校のイメージ やすい環境づくりに努めた。 方が重要。ＰＴＡ研修で共に学んでい
地域か アップに努める。 く姿勢が必要である。
ら信頼 地域教 ・関係機関との連携を図る。 ・防災や交通安全の指導に、消防署や警察署な ・素晴らしい取組である。
される 育力と ・防災訓練及び防災教育をと ３ どの協力を得、ご指導をいただいた。専門家の ３ ・日々の防災、交通安全には個々の意
学校づ の連携 おして、災害に対する指導の 視点で、的確な助言をいただけた。 識が大切であり、指導の場があり、活
くり 充実を図る。 かされている。

地域で ・ボランティア活動をとおし ・本校のボランティア活動については、市役所や ・地域公民館活動に参加する呼びかけ
活躍す て、地域との繋がりを強め、 ３ 社会福祉協議会等から多くの活動機会を得てい ３ も必要である。学校・地域とも。
る人材 将来地元に貢献できる人材を るが、模試や登校日と重なり応えられないことも ・行事が重なるのは仕方が無いこと。
づくり 育む。 ある。




